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【⽬的】 本研究では、新たに開発した頭頸部屈曲⼒計を⽤いた頭頸部屈曲訓練と従来の
訓練を⾏った時の嚥下関連筋群の 筋活動を表⾯筋電計で測定し、各訓練における運動強
度を⽐較検討することを⽬的とした。  
【⽅法】 健常成⼈ 11 名(男性 4 名、⼥性 7 名)、平均年齢 21.1±0.7 歳を対象とした。⽅
法は、頭頸部屈曲訓練と頭部挙上訓練 (Shaker ex)、⾆抵抗訓練、メンデルソン⼿技の計 4
種の運動を⾏った時の⾆⾻上筋群、⾆⾻下筋群および胸鎖乳突 筋の筋活動を表⾯筋電計
で記録した。筋電信号は、電極間距離 20mm で双極性に誘導し、Power Lab/8sp で AD 変
換後、Chart Ver.7 で解析した。各運動は 3 秒間を 3 回⾏い、筋電波形の最⼤振幅値から
前後 1 秒を解析区間とし最⼤振幅値と平均振幅値を算出した。統計解析は IBM SPSS 
Statistics Ver.22 を⽤いて Shapiro-Wilk 検定を実施した後、4 種の運動課題を Friedman 検
定と多重⽐較法で⽐較した。有意⽔準はすべて 5%未満に設定した。  
【結果】 ⾆⾻上筋群の最⼤振幅および平均振幅は頭頸部屈曲が最も⾼い値を⽰した。最
⼤振幅では Shaker ex との間に有意 差はなかったが、平均振幅では有意差を認めた。⾆⾻
下筋群の最⼤振幅および平均振幅は頭頸部屈曲が最も⾼い 値を⽰したが、Shaker ex との
間に有意差は認めなかった。胸鎖乳突筋の最⼤振幅および平均振幅は Shaker ex で最 も⾼
い値であった。  
【考察】 従来の訓練法と⽐較した結果、⾆⾻上筋群の最⼤振幅,平均振幅は頭頸部屈曲訓
練が最も⾼い値であった。頭頸部 屈曲訓練と Shaker ex は頭頸部屈曲をする点では共通で
ある。しかし、座位にて器具を⽤いて抵抗負荷を加えたことにより、頭頸部屈曲訓練は仰
臥位の Shaker ex よりも⾆⾻上筋群に対して強い張⼒を誘導できたものと推察される。頭
頸部屈曲⼒計を⽤いた抵抗運動は、⾆⾻上筋群に対して⾼負荷な運動を可能とし、喉頭挙
上量が不⾜する嚥下障害症例の筋⼒トレーニングとして有効な⽅法になると考えられた。 


